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農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
！ 
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生
活
水
準
の
向
上
や
医
学
の
発
達
に
よ
り
、
私

た
ち
は
世
界
一
の
長
寿
社
会
の
中
に
お
り
、
老
後

に
必
要
な
お
金
が
昔
よ
り
大
幅
に
増
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
少
子
化
の
た
め
、
昔
の
よ
う
に
家
族
の

間
で
高
齢
と
な
っ
た
親
の
生
活
を
支
え
る
こ
と
が

難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
老
後
の
生
活
は
大
変
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
豊
か
な
老
後
生
活
の
た
め

に
は
国
民
年
金
だ
け
で
は
十
分
と
言
え
ず
、
老
後

の
生
活
費
は
自
分
で
準
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。 充

実
し
た
老
後
生
活
を
送
る
た
め
に
農
業
者
年

金
が
お
役
に
立
ち
ま
す
。
農
業
者
年
金
は
国
民
年

金
の
上
乗
せ
年
金
と
し
て
農
業
者
だ
け
が
加
入
で

き
る
公
的
年
金
で
す
。
保
険
料
を
自
由
に
決
め
ら

れ
、
支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
が
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
に
な
る
な
ど
メ
リ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。 

 

農
業
委
員
会
で
は
、
年
金
受
給
者
会
と
連
携
し
、

農
業
者
の
方
に
年
金
制
度
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
き
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に
加
入
し

て
い
た
だ
く
よ
う
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

本
誌
四
面
に
農
業
者
年
金
の
特
徴
を
掲
載
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
一
読
く
だ
さ
い
。 

平成28年11月発行 南九州市農業委員会事務局 

【定例農業委員会での農業者年金研修】 
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女性農業委員の活動紹介 ～私たちは日々の活動に全力で取り組んでいます！～ 

農地の管理についてのお願い ～あなたの農地は荒れていませんか？～ 

  

 

 

東 鈴子委員【川辺町本別府・高田（一部）担当】 

去る９月１日、鹿児島市で開催された鹿児島県女性農業委員研修会に本市の女性農業委員８名も参

加しました。 

 研修は「女性農業委員への登用促進について」「農業農村所得倍増10年戦略」「遊休農地問題」「農

業委員の意義と役割」等盛りだくさんの内容で、様々な面から多くの知識を得ることができ、大変有

意義な勉強会でした。この研修成果を今後の委員活動に活かすことができたらいいなと考えています。 

 鹿児島県の農業委員数は本年７月１日現在で 834 名、その内女性委員は 83 名で、本市は最多の

８名の女性委員が活動しています。 

 私たち女性農業委員は常に女性の視点から、「女性にしか分からない・できない」「女性だからこそ

分かる・できる」を活動のモットーとして、自分たちの力を信じ、農業者皆さんの手助けとなる活動

を心がけています。 

 農地の貸し借りや農業者年金等、農業に関することでお困りのことがありましたらお気軽にご相談

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業者の高齢化や担い手不足、農地条件が悪いなどの理由により、耕作放棄地、不作付地といった

遊休農地が年々増加しています。遊休農地は雑草・雑木

の繁茂や病害虫の発生、有害鳥獣のすみかやゴミの不法

投棄など、周辺で耕作している農業者の方の迷惑になる

だけでなく、農村景観や生活環境の悪化にもつながる問

題です。 

耕作しない状態が数年続くと荒廃が進み、耕作可能な

農地へ復旧するのに多大な投資と労力を必要とします

ので、そのような状態になる前に責任を持って適正な管

理を行い、他人の迷惑にならないようにしましょう。 
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キーワードは“ＣＨＡ” ～茶業青年が未来を熱く語る（茶業振興大会より）～ 

 

 

 

 

国内では、今後数年間で農業

者の高齢化による急速な大量リ

タイアが見込まれています。加

えてＴＰＰが追い打ちをかけ、

安い農産物の輸入が増えれば離

農に拍車がかかるのではないか

と心配する農家も少なくありま

せん。このため、地域全体で話

し合いを通じて認定農業者な

ど、地域の担い手に農地を集積するなど、力強い農業構造を目指すことが急務となっています。 

本市の基幹産業である茶業も茶価格低迷等により、今年40名を超える方々がお茶栽培から離れま

した。今年3月に開催された南九州市茶業振興大会では、来年度から市のお茶銘柄が「知覧茶」に統

一されることから、例年の記念講演を変更し「未来へのメッセージ」と題して、市内それぞれの地区

から茶業に励む青年が、若い発想ならではの熱い想いを発表しました。「国内最大の産地として、まず

地元の県民に愛され飲まれるよう魅力を伝えるべき」「農業と観光の連携が必要」「ＩＴを活用し効率

化を」など将来を見据えた提案が相次ぎました。特に、印象に残った発表は、茶業の逆転再興に向け

て、「変える覚悟」と「変わる覚悟」を念頭に、キーワードは「茶（ＣＨＡ）」である。チャンス（＝

Chance）をものにするには、変化（チェンジ＝

Change）に挑戦（チャレンジ＝Challenge）するこ

とが大事であることを訴えました。どれも英語のスペ

ルで“ＣＨＡ”で始まります。今の茶業界に最も求め

られることであり、来場者一同何度もうなずかされて

いました。このような農業後継者が育っていることを

実に頼もしく感じ、将来に向かって明るい兆しが見え

てきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 週 刊 

 

購読申込みは、お近くの農業委員または農業委員会へ 

お気軽にご連絡ください。 

月４回金曜日発行 

月額700円（消費税込） 

 読んでみませんか！ 農家の経営とくらしに役立つ情報をお届けします。 
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農 業 者 年 金 に加 入 し ま し ょ う ！ 
～ しっかり積立、がっちりサポート 安心で豊かな老後を ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成２８年度              農業委員会だより               第１８号 

 5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成２８年度              農業委員会だより               第１８号 

 6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 


